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岐阜縣笠ケ岳鑛山鉛・亜鉛鑛床調査報告
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Tom圭oHattori，andHideoOtsu

　General　geology，type　of　dleposits，fissure

system，and　rock　alteration　of　lead　and　zinc・

depositsin　the　Kasdgatake　Mine　and　its　ad－

laCent　regiOn　are　SUmmerized．

　　　　　　1．緒　言
　1951年（昭和26年）9月11日より約20日聞壱こ亘り，
’
著
者 ら両名は岐阜縣笠ケ岳鉱山を調査したσその結果を

報告する。

　調査は鉱画において用意した地形図および坑内図を用

い，坑外1／50，000および1／10，000，露頭附近1／1，000お

よび坑丙各1／500にて作図した。

　　　　　2．位置および交逼

　岐阜縣吉城郡上宝村紳坂地丙に易り。

　高肉線飛騨古川駅→（バス，24k血1）→紳岡町，笠ケ岳

鉱山出張所→（バス，26km）→上宝村栃尾→（9km、トラ

ツクを通ず）→笠ガ岳鉱山事務所。

　　　　　3．　沿革および鉱1区

　笠ガ岳鉱床に関しては高山図幅説明書（1921年）に記

載されているが1），それ颯後見捨てられていた竜のを，『

1935年（昭10）菅野某1柳沢某両名2）が再発見した。1937

年（昭12）柳沢興造外1名3）が試掘権を設定した01938年

（昭13）二口孫一・外2名が買牧した。1940年（昭15）日本

鉱発株式会批が買牧稼行した。1945年（昭20）釜井清が』

継承し探鉱した。1950年（昭25）臼窒鉱業株式会肚が買

牧し目下大切坑鑓押探鉱中。

　鉱業権者　　日窒鉱業株式会証

鉱区番号

鉱種名

東京都千代田区丙幸町2の3

岐阜縣操掘第，212号

金，銀，錯，亜錯

4．地形および地質
本地域は中部山岳國立公園内，いわゆる北アルプスの

中螂に位し，奥穗高岳（3，190m）・西穗高岳（2，908m）・

焼岳（2，458m）壱連ねる嶺線参NE・》SWを劃し，双六

岳（2，860m）・抜戸岳（2，813m）が北に聾え，西は笠ケ

岳（2，897m）・錫杖岳（2，163m）を以て囲まれている蒲田
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2）當時高岡工業學校生徒，日本アルプス登山の途中偶然現在の第五
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第1圖　位置交通圖

川上洗地域である。鉱山事務所は標高1，088mにあり・

地勢極めて峻瞼で附近の山腹および嶺線は総て裸岩絶壁

よりなるo

地質はいわゆる秩父古生層およびこれを貫く花崩閃緑

岩類を基盤として噴出せる石英粗面岩および石英斑岩を

主とし，これを蒲田川石英粗面岩と笠ケ岳右英斑岩とに

分ける。笠ケ岳石英斑岩はさらに三分される。以上の諸

岩を貫いて安山岩類が噴出する。

　（1）いわゆる秩父古生暦は小鍋谷中流部より外ケ谷

（袖ケ谷）上洗にかけて分布する。砂岩および粘板岩より

なり，総てこれを貫く花嵩閃緑岩類の影響を蒙り，ホ九

ンフエルス化しているo

　（2）花醐岩類は北アノレプろ地域中最も広く分布する

ものである。本地域丙にてはその一部が石俣谷白出沢
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第2圃　笠ケ岳鉱山附近地質圖

合洗点と小鍋谷中洗部を連ねる線以東に分布し，本地域

の東縁をなす。本岩類の主要構成鉱物は斜長石・正長石・
〆

角閃石・黒雲母および石英で完晶質粒状構造を呈し，閃

雲花崩岩と称すぺきものである。紛岩類の捕獲岩を含む

のが本岩類の特徴である。孚花醐岩に関Lては，その韓

石は認めたが露出は認められなかつたo

　（3）蒲田川石英粗面岩ぽ本地域の新期噴出岩類中最

も初期に噴出したと考えられる。蒲田川西岸・右俣谷・ク

リヤ谷等に分布し，暗黒色乃至暗次色で時に赤色を帯び，

破璃石基中に径1mm～2mmの石英斑晶を散点する。

大切坑内および穴毛谷下洗部等に小規模に露出するもの

も，これ年属すると考えられる。　，

　（4）一笠ケ岳石英斑岩は本地域の大部分を占菊て分布

．しヂ（A）下部石英斑岩，（B）中部石英粗面岩，（C）上部

石英斑岩に・3分される6

　（A）下部石英募岩は一般に石基は緑色乃至青緑色で石

英および斜長石の斑晶を多量に含み・かつ蒲田川石英粗

面岩および古生層の石次岩・粘板岩・珪岩等の角礫を多量

に含むことが著しい特徴である。また花崩斑岩と称した’
ヤ

，方が適当と思われる部分もある。『

　（B）中部右英粗面岩は帯赤暗次色乃至幣線友色で，時

に洗理構造著しく，時に球窩構造をなし，または凝友岩檬

乃至集塊岩様の外見をなすことも多い。略々水李に近く

層状をなし，標高2，500，m～2，700m附近に主として分

布し，穴毛谷上洗滝附近～笠ケ岳中腹，標高2，200m

附近および1，900m附近にも（A）’と互層して分布す

為。

　（C）上部石英斑岩は標高2，700m域上，笠ケ岳頂上

2一（234）



岐阜縣笠ケ岳鉱山鉛・亜錯鉱床調査報告　（服部富雄・大浬秀夫）
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鮒近に露出し，緑色乃至青緑色の石基中に多量の石英お

よび鐸長石を含むが，（A）と異なり蒲田川石英粗面岩ま

たば古生暦の角礫を含むことはほとんどなく，著Lい板

・状節理を示す◎、

　（5）安山岩類　本地域の最後の噴出物と思われる安

輯岩に2種ある。（A）黒雲母石英安山岩は，露出はまだ

認めていないが，，その轄石り分布よりみて蒲田川・クリ

ヤ谷問の尾根附近に小規模に露出するものと思われる。

褐色多孔質である。（B）角閃安山岩は小鍋谷中洗に岩脈

をなしそ露われる黒色緻密で斜長石および角閃石の径1

－mm～2川mの斑晶が肉眼帥に認められる。

　本地域の地質構造については著しい断層構邉はまだ認

められていない。（1）南北流する穴毛谷・クリヤ谷・右

誤谷上洗部・左俣谷止洗部・（2）東西洗する穴毛谷支

洗，袖ケ谷および（3）北東～西南に流れる左俣谷，右

俣谷の中下洗部および角閃安山岩岩脈の走向等が，地質

構造と関係あるものとして注意を惹く。（1）および（2）

は本地域内各所において認められる略々東西系および南

北系の裂罐またほ圧陣帯と関係あるものと思われるが4）

（3）に関してはぽだ明らかでないo

　蒲田川沼岸の鉱山事務所より南方約1kmに1580年

代（天正年聞）の発見と傳えられる蒲田温泉がある。また

袖ケ谷合洗黙附近には檎見濫泉ぐ元中尾濫泉）があり・槍

見濫泉と鉱山事務所とQ中聞には穗高湿泉がある。舘山

合宿附近には新穗高濫泉が湧出するるいずれも石英斑岩

乃至石英粗面岩中の裂鮮または笛埋に沼つて湧出するも

ので，温度は400C～900C，塩類性炭酸泉に属し，また

4）鑛床もまた，この裂隷設たは歴碑帯に沿つて胚胎したものであるo

3一（235）
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第3圖　鉱床、立膿模式圖
1

塵かの湯の華（硫黄）を洗澱することもある5）。

　　　　’5．笠ケ岳鉱出の鉛・亜鉛鉱床

　笠ケ岳鉱山の鉛・亜錯鉱床は，主として下部石英斑岩

中に胚胎される裂罐充墳鉱床で，雫均走向はN80。E，

傾斜は略々垂直である。

　1）母岩と鉱床との関係

5）蒲田・穂見・新穂高の各温泉には湯槽があり・前二者は族含もあるo

　穂高濫泉は濫度も高く湧出量も多いが，洪水で流失したo

　止記の如く本鉱床の栂岩は主として下部石英斑岩であ

るが，大切坑丙には本鉱床の下部と思われるものが蒲田

川石英粗面岩中に存在する・こめ下部鉱体は鉱況悪く数

本の舳脈に分散しているo

　上部石英斑岩および中部右英粗面岩の大部分は既に削

剥されているが，中部石英粗面岩の一部は地表において

鉱床露頭より低所に露出するものがあることおよび中部

石英粗面岩に挾まれた石英斑岩中には，，鉱床と同系統と一

4一（236）
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岐阜縣ケ笠岳鉱山錯・亜錯鉱床調査報告　（服部富雄・大津秀夫）

懸像される走向略々EW，傾斜略々垂直な裂罐の存在す

ること等から，鉱床は中部石英粗面岩中にも蓮続してい

たものと、思われる6た黛し，この中部石英粗面岩は鉱床

の生成に当つていわゆる帽子岩となり，，それ自身の中で

・は鉱況劣勢であつたのではないかと思われるσ

　．E部石英斑岩まで鉱床参連続していたが香かは明らか

でないob

　2）　露頭部および上部坑道

　現在までに確認されている露頭延長は第1露頭より

．・第8露頭まで約400mに達する。最高位の露頭は標高

2，039mである。各露頭につき観察された事項を下に表

記する。

系統の裂罐を充填したものと思われるが，この関係は露

頭部程明瞭には観察されない・この裂罐は両盤の明瞭な

圧砕幣とも称すべき’もので，幅30cm乃至坑道一ぱい

までに拡がり，この中に1條～数條の鉱脈を胚胎し，ま

たは鉱染する。

上部坑道における裂罐乃至鉱脈は走向の変化により4

つの部分に．犬別でぎる6）◎

東←1 2 3一一一一4→西

Eレ》W2
N700E

　　　ヒ
W躍6凹鰐0 W10’》W14N’80◎E

讃・走向

1

2

、3

4
，5

：N85◎E

N60◎E

N800E
N60◎E

踵刹娠
800S
800SEl
，850S
’800SE

10m

10m

N7麗80。Sl10m
N600E　　800SE　l15m

N600E　　800SE
　　　　　20mN850E　8GOS

　（携丘不倉旨ン第7と

幅1

cm
50、

1m

Fcm
80

1m
±

2m
同様

鉱　石

Pb，Zn，Py

Pb，Zn，Cp，

Py，Pr’

、鉱況

熔

7

8

網状劣勢．

ケ優勢

P晦Cpl石英鵬勢
PbフZn　　　　i牽占土脈　〃

Pb，Zn，Cp

と思われる）

〃優勢

罫麟離藩島納階
　た黛しPb：方錯鉱，、Zn：閃重鉛鉱，Cp：黄銅鉱3

Py：黄鉄鉱，Pr：磁硫鉄鉱，Asp：硫砒鉄鉱◎

露頭より下部は，標高約1，900mより1，840mの聞

に4本の，、押坑道が開墾され，土より順次二坑，本坑，

三坑および五坑と称する。

1標「高

二坑
本坑
三坑
五坑

1，907m

1．888m

1，865m

1，837m

陣艇長
263m
345m
286m
28m

一31裂罐部よび闘層

各露頭は走向N750～850瓦傾斜800～goqsおよび

莞向N60。’》70。E，傾斜80。’一90。SEの小角度を域て交

わる2系統の裂罐または，いずれか一方のみよりなる。

2系統の裂罐の認められる露頭では，，その交点附近に富

鉱部の存在する傾向がある。第1および第2露頭の東部

では，この2系統の裂罐の交叉により網状脈を形成して

いる。また二～五坑各坑道とも鉱況は露頭部と同じく2

　WM・以西は入坑不能であるため不明である◎

　傾斜は各部分≧も垂直乃室Sに80。前後である。こ

れらの走向傾斜と富鉱部との聞には特に注意すべき関係

はないものと思われるg

　この裂罐乃至圧鰐内には鉱床生成後のものと思われ

る走向断層が認められる・特に1粘土化作用を受けている

所でほ明瞭な虹り面が確認できる。このようなむり面は

走向方向に余り長くは続かず，また露頭部では明らかで

なかつた点より見れば，この走向断層は小規模なもので，

変位は極く小さいものと思われる◎粘土化作用の強い所

では，虹り面が2枚，時には3枚になることもある。

　4）母岩の変質

　濁岩は総て下部石英斑岩で，部分的に珪化・粘土化・緑

泥石イヒ等の作用を受け喝るo一般に粘土脈は鉱況カミ悪く，

また母岩が粘土化されている部分への鉱染は貧弱で昂

る。富鉱部附近は緑泥石化作用を受けているこ≧が多

く，珪化作用の強い所は比較的鉱況が良姓である6

　5）鉱　石
　上部各坑におい七は，鉱石は圧砕帯中に脈状，網状ま

たは母岩への鉱染駄となつて胚胎する。

　脈状をなすものは普潭脈幅5cm’》20cm位のものが

多く，脈中には脈石はほとんど含まず，また帯状配列も

明瞭には示さない・網状脈の部分では圧砕された岩石の

裂目に沿つて，幅1cm域下の，鉱石鉱物を含む石英脈

、が網状に胚胎するものが多く，鉱染状の鉱石は粘土化さ

『れた母岩中に幅5mm内外，長さ10cm域下の，ほと

んど脈石を含まない小鉱脈が略々鑓の走向に平行して無

数に散点するのが普通であるo

　鉱石鉱物は主として閃亜錯鉱・方錯鉱よりなり，時に

は少量の硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱を含む。黄銅鉱g黄鉄鉱もま

．た：部分的に．認められるo鴨

6）三坑坑口樋る南北線曝準として，東西に20m毎に・これに
　卒行なE1，E2……およびW1，W2・・一等の號線を設け，露

　頭および各坑の相關關係を明らカ・にし究o
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露頭部および二坑は方錯鉱の量多く，三坑g五坑は閃

亜錯鉢が壇している傾向がある。

．露頭部では蜷かに青錯鉱・孔雀石等の二次酸化鉱物を

認めるが，酸化作用はほとんど認菊られない程度のもの

である。

1脈石は主として粘土および石英で，かつて螢石を壼し

たとのことであるが，筆者らは認め得なかつたQ
r
各
坑
道 別の亭均品位を下記の表に示す7）8）。

，露頭部

、二二坑．

本坑
三坑
五－坑

Aug／tl499／t

tr

O．56
0．33』

2．8

1．6

1．41

，11．91

7．54’

3．6

33．7

iPb％
28．36

3．77

3．39

4．8

7．7

lZn％
13．64

2．05

2．52

5．1

4．5

分析個数．

7
22

11

24・

6

されていない。富鉱部の位匿を図に示す。W5’）W10闇

のものを第1富錠部，W12～W15閥のものを第2・富鉱

部と称する。

一第5露頭の下部は二坑および本坑準においてぽW15

線に事いて嫡坑道崩壌し確認できなかつたが，・操掘当時

愚の坑丙図により考察するに，鉱況1まあまりよくなかづた

もののよ臼うである5

　7）　大切坑（鉱床の下部）

　三坑地並の下部約450mに大切坑が開墾され，現在

坑道延長は鋸入部分約790m，鑓押部分約’50mに蓬

している。坑口より約630mまでは下部石英斑岩であ

るが，これより奥は蒲田川石英粗面岩が現われる。この

．境界面は走向N50◎d5◎E，傾斜60。～700Eで，両盤

際，特に下盤際は多少粘土化1珪化を受け，微量の黄鉄鉱・

力轍在し，または脱色されている9）。鑓押部分は上部坑

道のほとんど直下に当る。この附近には数太の石英脈・

蜘総　　W14　　WIZ　　WIG　　W8　　W6　　Wゑ　　　》V2　　　0 E2　　　E4，

一イ「・

2．坑

本坑

3坑

5坑．

一一第二富箪郵

、
　
　
r
　
　
；
　
　
｝
　
　
！
輩

月永状

第
＝
｝

　　　　『！

　、亀警

　　　〆

鉱染

I
I
i

跳状

第
　　　　網⇒
｝
一
　
月
永
状

｝　　　　一　　　一

児氷状
　一　　一　　層

　　7一　　『．

｛

一

　凱、染

／・F

鉱染（鉱’ （網状1

＿　　■

　　1

一肋歌　瓢染
銚染

（鉱蜘　（網状ll

　　　　マ

，ノ

　旨
　‘　［
　1

｝ i
「

一 一等

第一富鉱部

一一幽』一　　確認さ乱た富鉱部

‘傘　　 採掘跡

第4圖　富鉱部概念圖

6〉富鉱部
露頭および上部各坑には，二，三の富鉱部が発見され

ているQこれらの富鉱部の落レの方向は略々垂直と考え

られるが，その形状および大さに関Lてはまだ明らかに

　　　　　　　　　爵
・7）露頭部に關しては高肉圖幅読睨書による上鑛の分析値（地質調査

　　所分析）五u，Ag，Pb，Zn，の他Cu：4．21％を加う。

’8）・二坑～五坑にづいては上鍍部は探掘濟であり，残鑛にづき日窒鑛

　　業株式會砒において試料を探取，分析し牝ものであ「るo

方解石賑・粘土脈等炉あり・若干の方錯鉱・黄鉄鉱を含む

ものもあるが，いずれも鉱況極めて劣勢である。現在ほ

こ
， の5ち最も坑口に近いものを鑓押している10）・この脈

は着脈部では数脈の中最も優勢であるが，現引立附近で

9）これは輩に爾岩の接騒による攣質ではなく，蜘ヒガスの影響によ

　るものと考えられる0
10）　この樋の粘土狸椀掛けして方鉛鑛を認め，また螢石を産したと砂

　つo
　　馬
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は数本の細脈に分れ貧弱になつている◎

　鉱脈附近の石英粗面岩は，一般に珪化

および粘土化を受け，腕色されて次色と

なり，網状脈または李行細脈を俘う。時

に角礫様外見を示す部分もある11）。

　8）　大切坑内に露出する蒲田川石英粗

面岩の上限

　大切坑における蒲田川石英粗面岩と下

一部石英斑岩との境界面は，走向N50～

150E，傾斜600｛ン700Eであるが，クリヤ

谷上洗・笠ケ岳鉱山火藥庫西方標高約

1，400mおよび犬切坑内の3境界点を含む

亭面の走向傾斜（境界面の季均だ向傾熱

と考えられる）は約N100W，200～250E

であるoこのことから大切坑内では，か

なり急斜する石英粗面岩と石英斑岩との

境界面も，大卯坑の上本，笠ケ岳一錫杖

‘岳尾根の下部附近では1緩傾斜になるも

のと想像され，從つて」ヒ部坑道の’下では

この境界面は大切坑雌より20Gm前

後も上方にあるものと思われる。しかし

この境界面はかなりの凹凸があるものと

考えられるから・以上はまだ想像の域を

　20恥
　　　　ノ．・ク’
　　　　、，多・
　　　　レ・
　　　　　粘∬ヒ
　　　　　　　　　a5此

卿ぐ憶解町Asp

‘・

鐸

〃勘

．←

・L一。m晒
一号筑

上坑 下筑

　　　　　　　（二号）　な死

　　　　　　　！θ7π　　　網状腺ニニダ

　　　　　　　網状豚2〃泥
一，．戯　ワ見1離b伽Pン

　崩壊

國枇豚

註．Q＝石英F1施『Prl磁硫瓢Py黄灘ASPl硫磁瓶

風　CPl黄搬Pb嚇瓢z氏灘組

脱しないもので詳細に蘭しては予測できない11）。’

野）中崎山露頭および新盛鑓12）

　笠ケ岳鉱山には，上記の本鑓鉱床の外，中崎画錯・亜

錯露頭および新盛鑓と称するものがある。

　（1）中崎山鉛・亜錯鉱露頭は小鍋谷・右俣谷合洗点

の北岸約150m上方にあり，下部石英斑岩中に胚胎さ

れる裂罐充翼鉱床で，走向N100E，傾斜40◎Wの1條が

発見される。、日窒鉱業株式会肚において二，三の試料を

分析した結果は干記の如くである。・

Pb％l　Zn％

第5圖　小鍋谷薔坑附近圖

Aug／qAg9／tl
Q．9

10．3

3．4

2．9

57．3

3．1

0．48

1。99

3．67

1．75

3．62

3．21

　（2）i新盛鎚　笠ケ岳鉱山火藥庫上方約70mに新盛

鑓と紘するものがある。これは蒲田川石英粗面岩中の裂一

罐でN75・E，80・Nの勲傾斜を示し，これに沼つて坑

道が約160m開墜されているが，鉱石は全く認められ

ないo

11）　附記参照　．

12）　目下申藷中の増圃内に入る’o

　　　　6。笠ケ岳鉱山附近の鉱床

1）　小鍋谷旧坑

小鍋谷中流部の南岸，小鍋谷・右俣脊合洗点より約

1，300mに4個の旧坑がある。この附近の地質はいわゆ

る秩父古生麿に属する砂岩ホルyフエルスで，坑口の対

岸にはこの古生層を貫く花醐岩質岩石ゐ小露頭を認め

る。鉱床は砂岩ボルソフエルス中の裂罐を充填した2條

の平行石英脈で，下洗の方より∵号脈，二号脈と称する。

両者とも走向はN500～600E，傾斜600～700：Nw・脈幅

30cmパ60cmで，錯・亜錯とも数％の品位が見込まれる。

　一号脈は幅30cm’》50cmの石英脈中に縞状まぢは斑

状に閃亜錯鉱・黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・黄銅鉱および硫砒鉄鉱

を産する。鉱脈附近の母岩は粘土化され・またかなり広

範囲に珪化作用がおよんでy・る。確認された露頭延長は

約60mである◎
　二号脈は幅40cm酬印cmの石英脈中縞状に黄銅鉱・

方鉛鉱・閃亜錯鉱・黄鉄鉱を産し，また石英に俘つて螢

石が存在する。鉱床附近の母岩中には網脈脈が発蓬して

いる。鉱況ほ一号脈の方が優勢である。

　なお高山図幅説明書によれば小鍋谷下流部には・もと

不動鉱山と称し，重石・亜鉛鉱鉱脈が石英斑岩中に胚胎

することが報告されているが，今回の調査ではその位置
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を確認することができなかつた13）。

　2）中尾露頭

　中尾部落の東方約4km，袖ケ谷上洗左股には古生層

中に胚胎する銀・錯鉱脈がある由であるカ1，今回は本露

頭の調査は割愛した1覗）。

　3）栃尾旧坑

　蒲田川下洗栃尾部落の裏山中腹，道路より約100m

である。掘進は紳岡町和仁組の手によるr

職葺漂蘇「麟夫「漸劇計
5’ 10 10 16 41

　（2）過去の生産：鉱山に備付の鉱業簿より隼録せ

る過去の生産高は次表の如くである◎

年　度

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944、

1945

操鉱高
　（t）

1，500t

3，950

　760
1，687

．2，691

　0

　0

　0

Pb
％

7．5

1．0

1。0

8。1

6。0

Zn
％
Ag　精鉱高
9／t　　（t）

7．51＿II

LOr4・o／
1．O　i4．O　ll

8．・13．・l

　　　　　
5．gi3ひ1i　　ヤ　　　　　　　レ

ー　1－　i
　　ド　　　　ヨ

判r　l
－　　　一　　
　　l　　　　l

。500t

1，317

　253
　30
　807
　65、

　431
　0』

Pb
％

20

20

20

20

P
1
0
12

Zn
％

20

2G

20

2G

9
12

釧販（轄

100

80

80

80

58

60

22

　01

　0

28

645

　0

194

　0

Pb
劣

20

15．9
11．2’

13．2

Zn
％

20

Ag
9／t

100

15．8　　86．9

10．3　』64．1

13．4 7．4、

註選鉱は手選鉱，1943年以後は大切坑立入掘進のみで採掘なし。費鉱先は三井・紳岡鉱山。

上方に栃尾旧坑なるものがある。．現在は坑口崩壌し，詳

細は不明であるが，坑口の壁の走向はN55叩である。

ズジの歌態から推察するに・いわゆる秩父古生暦の砂岩

中の裂1罐充填鉱床と思われる。鉱石は閃亜錯鉱・黄鉄鉱・

黄銅鉱・方錯鉱よりなり，方解石・石英を俘う。また細

脈様，鉱染檬の鉱石も見られるo大正年間に湯浅某iにょ

り稼行され・神岡鉱業所へ費鉱されたとのこ≧である。

坑口、附近のズ・リの晶位は次の如くである（日窒鉱業株式

会批分析）。

　Au：169／t，Ag：37．o　g／t，Pb＝o．03％，zn：018％

　　　　　　7．現況および過去の生産

　（1）現況：鉱山事務所は右俣谷合流点の稻々下流，

標高1，088mにあり，：大切坑坑口は事務所より約112

km，穴毛谷にあり標高1，400mであ為。現在は上部の

鉱床は全く放置されており，コソプレッサー40馬力（日

立製7HSD型WBC式）。・ヤソマーデイーゼル2気笛，

50馬力（鉱山局第428号）各1台を蓮韓，インガーソル

ランドL－7型さく岩機を使用して大勤坑内鑓押探鉱中

13）高山圖幅読朋書，p、140によれば数の如くであるo不動鑛山は蒲
　田川の支流小鍋谷浬にあり，鑛床は石英脈にして角閃花簡岩を貫
　通せる石莫斑岩中に胚胎し，鑛石は石英に鐵満俺重石および閃亜
　鉛鑛を散布するものなり，鑛脈の主なるもの3あ砂，第1および
　第2は北30。乃至60。東に走η，南東に85・傾斜し，第3は北45。
　西に走り，南西に800傾斜す，脈幅は】寸内外にして鐵満俺重石の
　結晶はほとんど肉眼を以てこれを罷むる能わず，目下露頭より樋
　押ヒ第一坑，第二坑，第三坑，，第四坑，および第五坑を各ヱ0尺

　内外開鑑し試掘中なウ0

1弓）同上p・133。その走向は粘板岩と同じく北20。東なるも傾斜は異
　にして北だ酉80。なり，厚さは1尺7寸にして主に方鉛鑛を含み
　その弛閃亜鉛鑛，，黄鐵鉱等ありo

　　　　　8．結語（探鉱について）

　1』笠ケ岳鉱山り鉱庫の善部には甚だ良質の鉛・亜錯

鉱鉱石，数万トソの埋藏が推定されるが，地形極めて急

峻で水利の便も悪く，上部鉱床の開発は極めて困難であ

る。從つて本鉱床の開発の可否は大切坑地並の探鉱結果

によつて決定される0

　2．現在大切坑鑓押探鉱中であるが，これに．つき次の

2、点を指摘したいo

　（1）現在の西鑓押を，さらに進め第1富鉱部の下部

　　を探鉱する乙とoあと約50mで第1富鉱部の下に・

　　達する。

　（2）西鑓押の基点より東へ鑓押を行うこと。東鑓押

　　約25mを掘進すれば蒲田川石英粗面岩と下部石英

　　斑岩との境界に達すると思われる。大切坑準におけ

　　る石英斑岩中の鉱況を知ることは必要である。

　3．鉱区内においても，また鉱区外においても本鉱床

に亭行な裂罐乃至圧陣帯はしばしば発見される（例えば

本鉱床の北の沢，新盛罐等）。これらはいずれも嵯かに

黄鉄鉱を鉱染する程度で，まだ錯・亜鉛鉱の存在は認め

われていないが，．附近には，なお本鉱床に李行な鉱脈の

存在する可能性が多い。

　4．小鍋谷旧坑に関しては，鉱況は稽々良好である’

が，まだ露頭延長が60m確認されたのみで1延長およ、

び下部の鉱況は不明である。露頭探鉱および鑓押探鉱が

望ましい。

　5・栃尾旧坑は坑口崩壌し，また附近は表土に覆われ

8一一（240）



岐阜縣洞戸地方銅・錯・亜錯鉱床調査報告　（宮本弘道・服部富雄）

て露頭も明らかでないo從つて坑口を取朗けて坑丙の鉱

況を知る必要がある。また中尾露頭および元不動鉱山に

関しては今後の調査にまたねばならぬ。

6、本鉱山地域はその地形上探鉱，調査は極めて困難

であるが，今後さらに各所に鉱床露頭の発見される可能

季生があるo　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　文献資料
野田勢次郎，佐藤傳藏：1／200，000高山図幅説明書，’

1921．

笠ケ岳鉱山：笠ケ岳鉱山読明書（手記），1945．

　　　　　　　　　　（1951年10月）

　（附記）

筆者らの調査後における，大切坑鑓押の進渉状況につ

き通知あり，すなわちr夫切坑西鑓押786n1において

鉱脈は蒲田川石英粗面岩より石英斑岩中に入り，脈幅10

cm，錯・亜鉛見込品位各1％内外と思われる。さらに西

押90m附近にては石英斑岩中，脈幅40cmとなり見

摯品位は略々前と同じ。

東鑓揮を行つた結果は24mで石英斑岩が露われた」。

　　　　　　　　　　　（195L11．1）

553．43ノ．44：550．8（521．53）：622．19』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　岐阜縣洞戸地方銅・鉛・亜鉛鑛床調査報告

宮　　本　　弘　道聾　・ 服　　郡　　富　雄判
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　　De聖09its　of　Horaしdo　Region，

　　　　Gif旺Prefec加re

by

　　．H　Miyamoto，alld　T　Hattori

　There　are　many　mines玉n　thiS　region：

Horado　m五n今，Ebisu　mine，Kakino　minel
：Kinjy・mine，kinkamine，Yatsub・・mine，

Koga　mine　etc．

　Ore　deposits　of　almost　all　mines　are　hyp－

ometamorphic　but抜e　deposit　of　K：oga　mine

iS行SSure　fi至ling　type

　R・cks・fthisregi・nareslate，sandst・ne，
く1uartzite，hornfels　and　li血estone　of　Palaeo．

zoic，quartz－porphyry　an（i　granite．Resourse

millerals　of　this　region　are　chalcopyrite，zinc－

blende，galena，molybdeni‡e　etc．

　An　outline　of　the　occurence　and　ore
shOot　of　each’deposit　is　discribed　in　this

report．

　　　　　　1。緒　言
筆者らは昭和26年（1951）2月15日より3月16日に

亘り，岐阜縣武儀郡洞戸村を中心とする銅・鉛・亜錯鉱鉱

　＊鑛床部

床地帯の鉱床概査を行つた。その結果を報告する1）・

調査区域は武儀郡乾村・板取村・洞戸村・上牧村・下牧村

に跨る約10km2の地域2）で，調査した銅・錯・亜錯鉱

鉱床は9鉱山であるo

本地域に至る交通は東海道線岐阜駅および越美南線美

濃町駅より洞戸村洞戸市場（下洞戸）に至る問，バスの

便あり（岐阜～下洞戸間32km，美濃町～下洞戸間19

km），さらに洞，戸市場よリバス路線は撚∫畦に溜い1板取

村中切に通ずる。

　　　　　2。地　質3）
本地域の地質はいわゆる秩父古生暦に属する，粘板

岩・珪石・砂岩およびンこれらより変化したホルンフェ

ルスよりなり，処々に石次岩暦を挾む。嘉般的に走向賂

々東西に近く，南または北方に60。～909で急斜する6

石友岩は厚さ1GOm塚下の小規模のレンズとして各所

に挨まれ，乾村東洞の峠ノ沢，ヒマタ洞等においてはフ
ズ
．
ゾ
ナ ・海百合・巻貝等の化石を含有する。　　　　　　　、

本地域において認められる火成岩は上記古生層を實く

石英斑岩・石英粗面岩および輝緑岩質岩である。，

石英斑岩は板取川下洗下牧村谷戸橋附近に岩脈をなし．

て露われるもの4）を除ぎ，佐倉・紳矢洞・金李山・東洞

等に露出するが，小瀬見上外戸より東北方高賀山にかけ

　工）洞戸地方南部に分布するマンガン鑛床についてば宮本が別に報告

　する。
　2）1／50，000地形圖「美濃町j

　3）　階雷己を滲只蟹され，たし。

　4）1／200，000地質圖「敦賀」
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